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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 10日 (2007.7.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 及 び そ の 課 題 】
　 例 え ば 、 鉄 橋 の 橋 脚 な ど の お い て は 、 外 周 を 管 に よ っ て 構 成 し 、 そ の 内 部 に コ ン ク リ
ー ト を 充 填 し た サ ン ド イ ッ チ 構 造 の コ ン ク リ ー ト 合 成 構 造 物 が 存 在 す る 。
　 こ の よ う な コ ン ク リ ー ト 合 成 構 造 物 は 、 管 な ど か ら な る 製 構 造 物 の 内 部 空 間 に 、
未 硬 化 状 態 の コ ン ク リ ー ト （ 充 填 用 コ ン ク リ ー ト ） を 注 入 し て 充 填 し 、 こ の 内 部 空 間 の コ
ン ク リ ー ト を 硬 化 さ せ る こ と に よ っ て 構 築 さ れ る が 、 製 構 造 物 と コ ン ク リ ー ト と の 隙 間
を 極 力 無 く し 、 製 構 造 物 と コ ン ク リ ー ト と を 一 体 化 す る 必 要 が あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 未 硬 化 状 態 の コ ン ク リ ー ト を 、 振 動 機 な ど を 用 い て 単 に 製 構 造 物 の 内 部 空 間
に 空 隙 を 生 じ な い に 充 填 す る だ け で は 、 コ ン ク リ ー ト が 硬 化 す る 際 に 水 和 収 縮 す る た め 、
コ ン ク リ ー ト の 硬 化 中 に 、 製 構 造 物 と 内 部 の コ ン ク リ ー ト と の 間 に 隙 間 が 生 じ る 憂 い が
あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 従 来 か ら 、 膨 張 材 、 収 縮 低 減 剤 な ど を 添 加 し た 充 填 用 の コ ン ク リ ー ト が 開 発 さ
れ 、 か か る 充 填 用 コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る こ と に よ り 、 外 周 の 製 構 造 物 と 内 部 の コ ン ク
リ ー ト と を 隙 間 無 く 一 体 化 し た 、 コ ン ク リ ー ト 合 成 構 造 物 を 構 築 す る こ と が な さ れ て い
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る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 し た 目 的 を 達 成 す べ く 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 事 前 吸 水 さ せ た 人 工
軽 量 骨 材 を 用 い た コ ン ク リ ー ト は 、 一 般 的 に 長 期 材 齢 に お け る 乾 燥 収 縮 量 は 大 き く な る が
、 水 分 の 逸 散 に よ る 乾 燥 が 生 じ 難 い 空 間 、 例 え ば 管 内 に 充 填 さ れ た 場 合 に は 、 む し ろ 事
前 吸 水 さ せ た 人 工 軽 量 骨 材 を 用 い た コ ン ク リ ー ト は 、 膨 張 す る 傾 向 が あ る こ と を 見 い だ し
、 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 し た 本 発 明 に か か る 充 填 用 コ ン ク リ ー ト が 、 自 己 収 縮 を 生 じ 難 い 理 由 は 、 セ メ ン ト
の 水 和 反 応 に 伴 う 間 隙 水 の 消 費 が 生 じ て も 、 含 水 率 の 多 い 骨 材 か ら 水 が 供 給 さ れ 、 自 己 乾
燥 状 態 に な ら な い た め と 考 え ら れ 、 自 己 収 縮 が 生 じ 難 い が 故 に 、 本 発 明 に か か る 充 填 用 コ
ン ク リ ー ト を 水 分 の 逸 散 に よ る 乾 燥 が 生 じ 難 い 空 間 、 例 え ば 管 内 に 充 填 し た 場 合 に は 、

管 と の 間 に 隙 間 が 無 く 、 一 体 化 し た コ ン ク リ ー ト 合 成 構 造 物 を 構 築 す る こ と が で き る
。
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 充 填 用 コ ン ク リ ー ト は 、 人 工 軽 量 骨 材 を 用 い て い る た め に 軽 量 と
な り 、 構 造 物 全 体 の 重 量 を 軽 減 で き 、 基 礎 工 事 の 簡 素 化 な ど 、 構 造 物 全 体 を 経 済 的 に 設 計
す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に し て 製 造 さ れ た 本 発 明 に か か る 充 填 用 コ ン ク リ ー ト は 、 水 分 の 逸 散 に よ る 乾
燥 が 生 じ 難 い 空 間 、 例 え ば 管 内 に 充 填 さ れ た 場 合 に は 、 自 己 収 縮 が 生 じ 難 く 、 管 と の
間 に 隙 間 が 無 く 、 一 体 化 し た コ ン ク リ ー ト 合 成 構 造 物 を 構 築 す る こ と が で き る と 共 に 、
人 工 軽 量 骨 材 を 用 い て い る た め に 軽 量 と な り 、 構 造 物 全 体 を 経 済 的 に 設 計 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 、 説 明 し た 本 発 明 に か か る 充 填 用 コ ン ク リ ー ト に よ れ ば 、 水 分 の 逸 散 に よ る 乾 燥 が
生 じ 難 い 空 間 、 例 え ば 管 内 に 充 填 さ れ た 場 合 に は 、 自 己 収 縮 が 生 じ 難 く 、 管 と の 間 に
隙 間 が 無 く 、 一 体 化 し た コ ン ク リ ー ト 合 成 構 造 物 を 構 築 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 充 填 用 コ ン ク リ ー ト に よ れ ば 、 人 工 軽 量 骨 材 を 用 い て い る た め に
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軽 量 と な り 、 構 造 物 全 体 を 経 済 的 に 設 計 す る こ と が 可 能 と な る 効 果 が あ る 。
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